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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

良
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す 

昨
年
は
当
組
合
の
重
要
な
行
事
で
あ
り
ま
す
如
是
姫
ま
つ
り
を

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
フ
ル
企
画
で
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
大
好
評
の
末
広
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
も
、
例
年

よ
り
２
ヶ
月
早
く
実
施
し
ま
し
た
が
、
千
五
百
名
を
超
す
ご
応
募

を
い
た
だ
き
抽
選
し
た
結
果
約
四
百
名
を
超
え
る
皆
様
に
ご
購
入

い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
ご
使
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

昨
年
初
春
の
１
月
下
旬
に
我
が
末
広
町
内
の
長
野
駅
善
光
寺

口
で
悲
惨
な
大
事
件
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
我
が
町
を
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
に
大
き
な
不
安
と
大
変
な
思
い
で
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
、
し
ば
ら
く
足
が
遠
の
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
我
々
も
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
行
政
に
お
願

い
し
た
り
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
に
取
り
組
み
よ
う
や
く
お

客
様
が
以
前
の
状
態
に
近
づ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

国
内
で
は
２
度
の
国
政
選
挙
の
結
果
政
権
交
代
が
行
わ
れ
新

政
権
の
政
策
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
今
後
の

予
想
が
し
に
く
い
政
治
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
世
界
を

み
ま
す
と
、
昨
年
ア
メ
リ
カ
で
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
ア
メ
リ

カ
の
大
統
領
に
よ
り
世
界
中
が
振
り
回
さ
れ
る
状
況
に
な
り
、

各
地
で
起
き
て
い
る
紛
争
も
す
っ
き
り
と
し
た
停
戦
に
は
な
ら

な
い
状
態
も
続
い
て
い
ま
す
。
今
で
も
一
歩
間
違
え
ば
世
界
戦

争
に
発
展
し
そ
う
な
問
題
が
山
積
み
で
す
。
戦
後
八
十
年
戦
争

の
な
い
平
和
な
状
態
を
守
っ
て
き
た
日
本
が
、
世
界
の
平
和
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。 

今
年
の
干
支
は
午
年
で
す
、
午(

馬)

に
は
「
願
い
を
乗
せ
て
未

来
へ
駆
け
る
」
と
い
う
縁
起
の
良
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
う
年
を
目
指
し
て
組
合
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

理
事
長 

中 

島 

克 

文 

副
理
事
長 

柏
木
久
仁
昭 

日
々
是
好
日 

 

先
の
見
え
な
い
世
の
中
で
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
た
め

の
、
禅
の
教
え
を
表
し
た
言
葉
で
す
。｢

毎
日
毎
日
が
、
そ

の
ま
ま
素
晴
ら
し
い
一
日
で
あ
る｣

と
い
う
意
味
で
す
が
、

よ
き
も
悪
し
き
も
、
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
、
一
瞬
一

瞬
を
精
一
杯
生
き
る
事
が
大
切
だ
と
い
う
教
え
で
す
。 

理
事
長 

中
島 

克
文 

継
続
は
力 

 

続
け
る
こ
と
の
重
要
性
、
弛
ま
ず
挫
け
ず
に
続
け

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
個
々
の
成
果
は
微
々
た

る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
地
道
に
成
果
を
積
み
重
ね
て

い
け
ば
や
が
て
大
き
な
事
業
を
達
成
で
き
る
。 

理
事 

三
邨 

豊
久 

中
道
精
神 

 

物
事
を
可
能
な
限
り
執
着
や
捕
ら
わ
れ
を

捨
て
、
偏
見
な
く
客
観
的
に
見
る
こ
と
で
、

本
質
を
見
極
め
、
調
和
と
実
践
を
重
ん
じ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

理
事 

北
村 

泰
邦 

因
果
応
報 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
こ
の
言
葉
を
あ
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 理

事 

増
田
裕
一
郎 

勇
往
邁
進 

〔
ゆ
う
お
う
ま
い
し
ん
〕 

恐
れ
ず
に
勇
気
を
持
っ
て
、
ひ
た
す
ら

目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
こ
と
。 

理
事 

塩
沢 

 

均 

有
為
転
変 

  

色
々
と
、
変
化
の
兆
し
が
形
に
な
り
そ

う
な
の
で
。 

理
事 

塩
澤 

勝
重 

日
日(

毎)

大
事 

 

同
じ
事
を
繰
り
返
す
の
も
大
切
で
す
が
、
自
問
自
答

し
て
少
し
で
も
向
上
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。
常
に

原
点
に
戻
っ
て
省
み
る
と
善
し
悪
し
が
鮮
明
に
な
る
と

考
え
、
区
切
り
の
良
い
年
頭
に
心
に
決
め
ま
す 

理
事 

田
中 

嘉
昭 

一
刻
千
金 

〔
い
っ
こ
く
せ
ん
き
ん
〕 

わ
ず
か
な
時
間
で
も
千
金
に
あ
た
る
ほ
ど

価
値
が
あ
る
こ
と
。 

１冊 5,000 円分の商品券を
4,000 円で 1,000 冊販売 

利用期間：12／12～１／31 
参 加 店：64 店舗 

１冊 4,000 円分の商品券を
2,000 円で 1,000 冊販売 

利用期間：12／５～１／31 
参 加 店：43 店舗 

善光寺口商店会加盟の５商店会では、年末年始に独自の事業活動を

行っていますのでその一部を紹介します。 

◎
ど
ん
ど
焼
き 

四
町
（
岡
田
町
・
北
石
堂
町
・
南
石
堂
町
・
末
広

町
）
の
合
同
ど
ん
ど
焼
き
を
、
１
月

11

日
㈰
裾
花
川

河
川
敷
で
行
い
ま
す
。
点
火
時
間
は

14

時
で
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
千
石
稲
荷
初
午
祭 

２
月
１
日
㈰
午
前

11

時
よ
り
、
初
午
祭
神
事
と
周

辺
商
店
街
が
応
援
す
る
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
必
勝
祈
願

が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

お 

知 

ら 

せ 

隣の商店会活動拝見 

１冊 5,000 円分の商品券を
4,000 円で 800 冊販売 

利用期間：11／１～12／31 
参 加 店：44 店舗 

Nacs 末広のペデストリアンデッキ や長野

駅前広場にイルミネーションが装飾され、

夜の末広町が明るくなりました。このイル

ミネーションは令和 ８ 年２ 月 23 日(Nacs 末

広は３月半ば )まで、毎日点灯しています。  

炊飯器・新米等、豪華賞品が
当たる抽選会を開催 
セール期間：10／27～11／４ 
抽 選 会：11／４ 

長野銀座商店街振興組合 

長野銀座にぎわい市感謝祭 

北石堂町商店街振興組合  
第６弾 いかざ北石 

プレミアム商品券 

南石堂町商店街振興組合  
心もあったかおトクな 

Winter商品券 

長野駅前商店会 

プレミアム商品券 

 

長野市末広町 1358 ２F(旧セントラルホテル)  TEL026-227-8955 

新会員紹介 

旧セントラルホテル

２ 階 に 「 Travel HUB 

Nagano City」を開設

しました。 

スキー客のサポート

や荷物預かりなど、観

光客の HUB 機関とし

て駅前の活性化に取り

組んでまいりたいと思

います。よろしくお願

いします。 

〔Nacs末広のイルミネーションは、㈱末広町ビルディングが飾付け・管理をしています〕 

長野駅前イルミネーション

◈◈
年
頭
に
あ
た
り
理
事
の
「
令
和
８
年
の
抱
負･

希
望･
思
い
」
を
４
文
字
で
表
し
ま
し
た
。 
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計
画
も
進
行
中
で 

年
後
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

 

宇
都
宮
駅
東
口
地
区
で
は
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向
け
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
（
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
）
の
整
備
と
連
携
し
た
大
規

模
な
再
開
発
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
長
ら
く
低
未
利
用
地
だ
っ
た
駅
東
口
の
景

観
は
一
変
し
ま
し
た
。 

 

宇
都
宮
市
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
（
交
流
拠
点
施
設
）
が

駅
の
正
面
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
大
２
，
０

０
０
人
収
容
可
能
な
大
ホ
ー
ル
や
中
ホ
ー
ル
、
会

議
室
群
を
備
え
る
北
関
東
初
の
本
格
的
な
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
で
す
。
外
装
に
は
宇
都
宮
特
産
の

大
谷
石
が
使
用
さ
れ
、
隈
研
吾
氏
が
デ
ザ
イ
ン
監

修
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
み
ら
い
ラ
イ

ト
ヒ
ル(

交
流
広
場)

：
Ｌ
Ｒ
Ｔ
停
留
場
や
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
と
デ
ッ
キ
で
直
結
し
た
３
層
の
立
体
広
場 

                 

過
日
、
長
野
市
再
開
発
促
進
協
議
会
主
催
の

「
ま
ち
づ
く
り
視
察
研
修
」
に
参
加
し
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

【
１
日
目
】 

栃
木
県
宇
都
宮
市
に
向
か
い
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

東
口
か
ら
栃
木
県
芳
賀
郡
芳
賀
町(

１･

４
万
人)

の
芳
賀
・
高
根
沢
工
業
団
地
ま
で
の
約 

･

６
㎞

を
結
ぶ
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ

ム
）
に
試
乗
し
ま
し
た
。 

宇
都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
正
式
名
称
を
宇
都
宮
芳
賀

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
線
と
い
い
、
愛
称
は
ラ
イ
ト
ラ
イ

ン
で
す
。
２
０
２
３
年
８
月 

日
に
開
業
し
た
、

日
本
国
内
で
約 

年
ぶ
り
の
全
線
新
設
の
路
面
電

車
路
線
で
す
。
目
的
は
工
業
団
地
周
辺
の
交
通
渋

滞
の
緩
和
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構

築
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
な
ど
を
目
指
し
て

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
運
行
は
株
式
会
社
宇
都
宮
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
が
運
行
を
担
い
、
宇
都
宮
市
と
芳
賀

町
が
軌
道
や
車
両
を
保
有
す
る
「
公
設
型
上
下
分

離
方
式
」
を
採
用
し
て
運
営
経
費
の
軽
減
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
車
両
は
特
別
発
注
の
低
床
式
車
両

(

Ｌ
Ｒ
Ｖ)

を
採
用
し
て
お
り
、
停
留
場
と
の
段
差

が
少
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
乗
降
で
き
ま
す
。 

日
程
：
令
和
７
年
10
月
29
日
㈬
～
30
日
㈭ 

場
所
：
栃
木
県
宇
都
宮
市
（
人
口
約
51
万
人
、
面
積
４
１
７
㎢
） 

群
馬
県
前
橋
市 

（
人
口
約
33
万
人
、
面
積
３
１
１
７
㎢
） 

〔
参
考
〕
長
野
市 

人
口
約
36
万
人
、
面
積
８
３
５
㎢ 

 

令
和
７
年
度 

長
野
市
再
開
発
促
進
協
議
会 

「ま
ち
づ
く
り
視
察
研
修
」
に
参
加
し
て 

                 

ま
た
、
車
体
の
メ
イ
ン
カ
ラ
ー
に
は
、
宇
都
宮

の
「
雷
都
」
に
ち
な
ん
だ
「
黄
色
」
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
開
業
初
年
度
か
ら
需
要
予
測
を
上
回
る

利
用
者
数
が
あ
り
、
黒
字
経
営
を
達
成
す
る
な

ど
、
地
方
鉄
道
と
し
て
は
異
例
の
成
功
を
収
め
て

い
ま
す
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
か
ら
東
武

東
上
線
宇
都
宮
駅
に
至
る
中
心
市
街
地
へ
の
延
伸

                

が
あ
り
イ
ベ
ン
ト
時
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利

用
さ
れ
、
隣
接
し
て
市
営
駐
輪
場
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

民
間
施
設
と
し
て
野
村
不
動
産
な

ど
を
中
心
と
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
う
つ
の
み

や
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
に
よ
っ
て
、
複
合
ビ
ル
、
商

業
施
設
、
ホ
テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
再
開
発
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
連
携
し
て
多
様
な

都
市
機
能
を
集
積
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
人
・
も

の
・
情
報
・
文
化
」
の
交
流
を
促
し
、
都
市
の
賑

わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
大
規
模
開
発
と
２
０
２
３
年
年
８
月
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
業
に
よ
り
、
宇
都
宮
駅
東
口
周
辺
は
大

き
く
変
貌
を
遂
げ
、
宇
都
宮
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

リ
ー
ド
す
る
新
た
な
都
市
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
旧
市
街
・

中
心
市
街
地
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
完
成
は
ま
だ
で
し
た

が
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
使
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

よ
る
街
づ
く
り
の
成
功
例
と
し
て
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

【
２
日
目
】 

２
日
目
の
視
察
は
群
馬
県
の
県
庁
所
在
地
、
前

橋
市
で
し
た
。 

前
橋
市
中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
立
川
町
大
通

り
や
中
央
通
り
な
ど
の
エ
リ
ア
で
は
、
空
き
店
舗

や
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
目
立
つ
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
群
馬
県
は
自
動
車
社
会
で
あ
り
、
広
い
駐
車

場
を
持
つ
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
多

い
た
め
、
中
心
商
店
街
は
厳
し
い
競
争
に
晒
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
全
体
の
人
口
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ

減
少
傾
向
に
あ
り
、
中
心
市
街
地
で
は
高
齢
化
率

が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
長
野
市
と
同
様
に
、

空
き
店
舗
が
埋
ま
ら
な
い
理
由
と
し
て
、
家
賃
の

折
り
合
い
が
つ
か
な
い
、
建
物
の
老
朽
化
、
所
有

者
に
貸
す
意
思
が
な
い
と
い
っ
た
貸
し
手
側
の
事 

                     

          

情
も
指
摘
さ
れ 

て
い
ま
す
。
そ 

こ
で
再
生
に
向 

け
た
動
き
と
し 

て
「
都
市
再
生 

推
進
法
人
」
な 

ど
が
中
心
と
な 

り
、
従
来
の
行 

政
主
導
と
は
異 

な
る
、
以
下
の
民
間
主
体
の
先
進
的
な
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

大
規
模
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
千
代

田
町
中
心
拠
点
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」
が
進

ん
で
お
り
、
総
事
業
費
約
４
７
０
億
円
を
か
け
た

複
合
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
市

立
図
書
館
や
商
業
施
設
、
オ
フ
ィ
ス
、
共
愛
学
園

小
中
一
貫
校
（
２
０
３
１
年
春
開
校
予
定
）
な
ど

が
入
る
予
定
で
、
中
心
市
街
地
の
核
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人

前
橋
デ
ザ
イ
ン
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン(

Ｍ
Ｄ
Ｃ)

が
馬
場

川
通
り
な
ど
で
社
会
実
験
を
行
い
、
公
共
空
間
の

活
用
や
新
し
い
店
舗
の
誘
致
を
通
じ
て
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
再
開
発
に
よ
る
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
や
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
へ
の
学
生

入
居
支
援
な
ど
、
中
心
市
街
地
へ
の
居
住
人
口
を

増
や
す
施
策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
成
果
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を
上
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。
加
え
て
、
街
全
体
で

統
一
感
の
あ
る
景
観
を
創
出
す
る
た
め
、
建
物
の

外
装
な
ど
に
一
定
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド(

指
針)

を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
中
心
市
街
地
の
人
口
は
一
時
的
に
増
加
傾
向

に
転
じ
る
な
ど
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
い
ま

す
。
２
０
３
１
年
の
大
規
模
再
開
発
の
完
成
に
向

け
て
、
前
橋
市
の
中
心
商
店
街
は
現
在
、
「
再
生

の
第
２
幕
」
と
も
呼
ば
れ
る
変
革
期
に
あ
り
、
今

後
の
変
化
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

前
橋
市

は
、
こ
れ
ま
で
に
複
数
回
、
第
２
回 

先
進
的
ま

ち
づ
く
り
大
賞(

２
０
２
０
年
度)

、
第
４
回 

ま

ち
づ
く
り
ア
ワ
ー
ド(

２
０
２
５
年
度)

な
ど
、
国

土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
官

民
連
携
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
の
注
目
点
は
地
元
企
業
の
貢
献
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。
前
橋
市
の
街
づ
く
り
に
お
い
て
、
株

式
会
社
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ(

ジ
ン
ズ)

は
創
業
の
地
へ
の
還

元
と
地
方
創
生
を
目
的
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
そ
の
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ジ

ン
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
現
会
長
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
の
田
中
仁
氏
は
前
橋
市
出
身
で
あ
り
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
「
地
方

か
ら
日
本
を
変
え
る
」
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。
前
橋
市

が
進
め
る
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
め
ぶ
く
街
」

に
官
民
連
携
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
に

基
づ
き
、
ア
ー
ト
や
建
築
の
力
を
活
用
し
て
街
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
共
生
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
前
橋
市
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
、
前
橋
市
の
中
心
街
に
「
前
橋
馬
場
川

オ
フ
ィ
ス
」
を
開
設
し
、
都
心
か
ら
の
企
業
や
人

材
を
呼
び
込
む
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
２

０
１
３
年
に
は
「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー

ド
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
若
者
の
起
業
家
育
成 

                   

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
な

ど
、
人
材
育
成
面
で
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
宇
都
宮
市
の
次
世
代
交

通
シ
ス
テ
ム
と
前
橋
市
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
街

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
地
元
の
町
づ
く
り
に
関

わ
る
我
々
に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
事
例
で
し

た
。
そ
れ
は
中
心
市
街
地
に
お
け
る
２
次
交
通
と

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
、
我
々
が
直
面

し
て
い
る
課
題
に
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

街
づ
く
り
の
秘
訣
は
、
単
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
固
有
の
資
源
を
活
か
し
行

政
・
企
業
・
住
民
な
ど
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て

長
期
的
に
取
り
組
む
持
続
可
能
性
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。 

商
店
会
の
一
員
と
し
て
そ
の
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。 

〔
柏
木
久
仁
昭
〕 


